
詩
を
求
め
て
出
か
け

漢
詩
講
演
会

T ■

古の詩人の足跡を辿り、

詩人の思いを蘇らせましょう。

日程*2022年11月2日（水）

開場*13:30

講演*14:OO～16:OO

会場＊神奈川近代文学館

講演者＊高芝麻子先生
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東京大学文学部卒業博士(文学）

専門は唐詩､日本漢詩｡共著に

『中国古典小説第一巻』

噺井白石『陶情詩集｣の研究」

『幕末)輔人杉浦誠晦鶉紗」
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の研究｣等がある。
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主催／神奈川県漢詩連盟
https://kansizonetg,info/shinkanren2022/

後援／神奈川県教育委員会･横浜市教育委員会
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演題：詩を求めて出かける詩人たち

山水詩人として知られる盛唐の王維は、網川荘という自身の別荘の

あちこちをめく、り 「鹿柴」 「竹里館」など自然を描く詩を数多く作

りました。宋代になると、詩人たちは詩を作るために題材を求めて

身近な自然の中にわけいっていくことを「尋句（句を尋ぬ） 」など

と表現し、詩を作る楽しみを詠うようになります。王維から始めて

唐・宋の山水詩の名作を味わいながら、詩人たちの身近な自然との

向き合い方についてお話いたします。

神奈川近代文学館への
アクセス

住所／〒231-0862

横浜市中区山手町l10

TELO45-622-6666

電車／みなとみらい線元町・中華街駅

6番出口から徒歩9分

神奈川県漢詩連盟のご紹介

県下の漢詩愛好者の交流・研讃の場

として、平成18年10月に発足して

昨年は創立15周年を迎えて、現会員

約220名強を擁しています。

その活動は、 “漢詩を学ぶ、漢詩で

遊ぶ"をモットーに、連盟外の方々

とも一緒になって漢詩を楽しむこと

によって、漢詩愛好家の底辺を広げ

ていく事を目指しております。

活動の詳細は、以下ホームページに

掲載されていますので、是非ご覧

ください。

https://kansizonetg.info/shinkanren2022/'

JR根岸線石川町駅から徒歩20分

横浜市営バス20系統

横浜市営バス「あかいくつ号」

神奈川中央交通バス11系統

桜木町駅前から

港の見える丘公園前下車徒歩2分

バス
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ドメイン機涜元町

お問合せ先：

神奈川県漢詩連盟

高津有二

TELO46-233-7641
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美術霞 ジェラールの瓦

． 工場と水屋議跡函
奈川近代文学館

山手ヒラボルテ 』


